
 　　      北条直方－維方－盛方－直貞┬直正－忠貞－景貞－直綱－直朝�

  　　　　　　　　　　　　　　　　　  直実－直家┬直国(安芸へ)�

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  直実－直家－直重－直忠－忠重－直鎮－直氏－清直－実家�

�

�

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　直宗　重鎮　直光　直時　直明　直政　直行－直致－直茂－�

�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 直定－直元－直政－直資－直長�

�

�

［熊谷氏］�（近江へ）�

(忠直)

桃生、本吉の両郡内�
数村を領し赤岩城に�
住す。�

(石見守) (佐渡守) (弾正忠)(弾正忠)

貞治二年、�
葛西家に降る�

建武三年、葛西陸�
奥守高清と戦い家�
族六人と戦死す�

武州熊谷郷�
に住す�

元弘三年足利尊氏六波羅攻め�
に上洛す。供奉して数度軍功�
あり、三河国梁郡を賜う�

(備中守)（豊後守）�

永享十一年、�
箱根山合戦に討死�

(平次郎、近江国塩津熊谷衆)�

�

天正十八年、�
浪人となり、�
津谷村に住す�

小次郎直家、その子 直宗 相継いで桃生、本吉の両郡内数村を領し赤岩城に住す。その子 石見守重鎮、
その子 左衛門尉直光、その子 佐渡守直時、建武三年、葛西陸奥守高清、千葉周防守行胤と本郡馬篭村に
戦うや、直時、行胤を助く、行胤大敗し、直時及び家族六人戦死す。その子 弾正忠直明、赤岩城を守り
葛西家の大軍と度々戦いて屈せず。その子 弾正忠直政、貞治二年敵し能わざるを以って、遂に葛西家に
降り、臣と称す。その子 直行－直致－直茂－直定－直元－直政－直資－直長、相継ぎて世々 葛西家家臣
なり。天正十八年、葛西家 太閤秀吉公にその地を没収せらるるの後、浪人となり、津谷村に住し、子孫
今に至る」と。�
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